
○県の子育て支援等関連施策の展開状況を踏まえた改定→県が主体となり、平成30年度～31年度に重点的に推進していく施策について、計画内容に反映。

改定の方向性① 県の施策展開に関する改定

■改定ポイント２・・・ワーク・ライフ・バランスの推進
【新たな施策展開】「なら女性活躍推進俱楽部」の運営

「なら女性活躍推進俱楽部」を活用した企業等との連携による施策の展開

奈良県オリジナルの男性の育児参画促進制度の検討・モデル実施

■改定ポイント２・・・保育の受け皿の拡大
【新たな施策展開】 企業主導型保育事業の推進

■改定ポイント３・・・保育人材の確保
【新たな施策展開】 キャリアアップ研修の受講状況等を踏まえた、保育士処遇改善の実施

保育補助者・子育て支援員等の活用による保育の職場環境の整備

■改定ポイント４・・・官民連携による貧困家庭の子どもへの支援の充実

【新たな施策展開】「こども食堂」の取組推進等によるひとり親家庭や貧困家庭の子どもへの支援の充実

◇「なら結婚応援アクションプラン」に基づく市町村や民間企業、団体等との連携による施策展開を明記
◇「結婚応援ネットワーク」「結婚応援フィールド」「結婚応援マインド」づくりの推進を明記(資料1参照)

◇県内大学と連携した情報発信やセミナー等により、女子大学生のキャリアプラン構築を支援していくこと
を明記

◇企業主導型保育事業の推進を明記(資料5参照)

◇保育士の意欲向上のための取り組みの事例として、研修の受講状況等を踏まえた処遇改善を明記(資料6参照)
◇保育の職場環境の整備のため、労務等の専門家派遣や職場環境改善セミナーを行うとともに、施設における
保育補助者の雇上げや保育にかかる業務のＩＣＴ化に対する支援を行うことを明記

「奈良こどもす くす く ・子育ていきいきプラン 」の改定について②

■改定ポイント１・・・市町村等との連携による「地域における子育て支援」の充実
【新たな施策展開】地域の多様な人材を活用した子育て支援モデル事業の展開

奈良県オリジナルの男性の育児参画促進制度の検討・モデル実施（再掲）

■改定ポイント３・・・社会的養護の高度化
【新たな施策展開】より家庭環境に近い養育環境を提供する里親制度の推進

施設等退所児童への生活支援及び就労支援による自立支援の強化

◇県と市町村が、地域の子育て支援について意見交換できるプラットホームを整備し、モデル的な取組を進め
ることで、不安感や負担感なく子育てができる環境づくりを進めることを明記(資料4参照)

○県内市町村の保育・子育て支援施策の状況等を踏まえた改定→市町村支援に関して、平成30年度～31年度に重点的に推進していく施策について、計画内容に反映。

■改定ポイント５・・・若者と女性のしごとの安定
【新たな施策展開】県内大学と連携した女子大学生向けキャリア教育等の充実

改定の方向性② 市町村支援に関する改定

○本プランに掲げている行動指標（アウトプット）についての平成２８年度末における進捗状況等を踏まえた改定

主なもの：保育所等待機児童解消時期、「社員・シャイン職場づくり推進企業」登録数

改定の方向性③ 行動指標の変更に関する改定

○本プランに関連する奈良県計画の変更等を踏まえた改定

主なもの：「奈良県教育振興大綱」関連部分、「奈良県住生活基本計画」関連部分

改定の方向性④ 関連する奈良県計画の変更等による改定

■改定ポイント１・・・社会全体での結婚支援の充実

【新たな施策展開】なら結婚応援アクションプラン（平成29年9月策定）に基づく施策の推進

企業や団体等による結婚応援の取組促進

◇「なら女性活躍推進倶楽部会員」※の登録促進を明記(資料2参照)
※男性も女性も働きがいを感じ、生き生きと働き続けることができる職場づくりに取り組む県内企業・事業所

◇「なら女性活躍推進倶楽部会員」や経済・労働関係団体と連携し、企業において男性が子育てしやすい環境
づくりを進めることを明記

◇里親委託の推進の実現に向け、里親支援機関と連携し、里親制度の普及や里親支援の強化を明記
◇将来の自立に向けて、生活支援及び就労支援の充実を図り、子どもの生い立ちを知る権利を保障するための
「ライフストーリーワーク」の実践に取り組むことを明記

◇貧困の連鎖の防止に向けた子どもの「学習支援」及び「居場所づくり」の推進を明記
◇「こども食堂」の拡大推進及び県社協との連携による「奈良こども食堂ネットワーク」を通じた支援
を明記(資料3参照)


